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論文の概要及び判定理由 
本学位論文は、有機小分子の蛍光プローブであるチオフラビン T（ThT）誘導体を新規創製、
ならびに、それらの標的分子に対する蛍光特性および結合特性の評価に加え、G4構造に対
する結合特異性の改変による標的分子に対する選択性の向上や、ラベル化合物としての標
的対象の拡張について検討し、その研究成果をまとめたものである。論文では、まず、N3
位修飾基を導入することで、標的のグアニン四重鎖に対する特異性が改変できることや、
バックグラウンド発光を低減させ高コントラストな画像を与える蛍光プローブを創製でき
ることを新たに見い出した。さらに、N3位に標的タンパク質のリガンド分子を修飾するこ
とで、容易に目的の分子認識プローブを創製できることを示した。例として、グルココル
チコイドアナログを導入した N3位修飾 ThTを合成し、それを用いることで、従来の免疫染
色法よりも簡便かつ迅速に、細胞中のグルコルチコイドレセプターを特異的に染色できる
ことを実証したことが挙げられる。以上の結果は、バイオ診断薬等の研究開発分野におけ
る N3位修飾 ThT誘導体の実用可能性を大いに発展させるものである。これらの成果は博士
（理工学）の学位に値するものと判定した。 
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最 終 試 験 の 結 果 の 要 旨 
 
 
  片岡 由佳氏に対し，学位論文「チオフラビン Tの誘導体化および機能拡張に関する研究」
の内容及び関連事項に関する本人の学識について試問し，満足すべき解答を得たので， 
博士（理工学）の学位を授けるに十分な学識をもつものと認め，合格と判定した。 
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